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	A川水系のカジカを用いた事前検討では、制限酵素EcoR1およびMse1による前処理の後、3塩基の長さをもつ、64組のプライマー（Primer, 膨大な遺伝情報から特定箇所を抽出することを目的にPCR反応時に添加する。AFLP反応では、その長さや組合せにより、抽出箇所数や領域を変えることができる）を比較した。その結果、2組のプライマーで266allele（遺伝情報上のターゲット）に明瞭な差異が認められ、このうち自動解析で精度よく処理できる152alleleを抽出し、以降の分析対象alleleとした。
	本川Aおよび支川Bの調査延長約10kmの範囲で、自然の落差が4箇所、横断工作物は109箇所確認されている。このうち、従来の生息地(St.5～7)には23基の横断工作物が存在し、12基が1ｍの落差を有する。しかしながら、この区間の河道幅はSt.7の下流端を除いて狭く、夏場にはヨシが繁茂するため、出水時には塞き上げにより一時的に落差が解消される可能性もある。一方、移殖地および移植後カジカが確認されたSt.1～4は2ｍを超える堰堤によりそれぞれ分断されており、堰堤の構造（切欠・魚道の有無、河道状況など）...
	繁殖に参加できる個体と実際に残った仔稚魚の関係を推定するために、各集団の当歳魚と成魚の遺伝距離(遺伝情報の類似性を示す指標のひとつ)を比較した（図-3）。
	カジカの生息地として最上流に位置するSt.1、現生息地のなかで最上流となるSt.5では、当歳魚と成魚の遺伝距離が極めて小さい。このような状況は、集団内の遺伝情報が均質化してしまった集団でも起こり得るが、遺伝的な豊かさを示すヘテロ接合度 (雌雄から異なる遺伝情報を受けつぐ期待頻度)は、St.1～8を通じてほぼ一定であることが確認されており、現段階での集団の著しい遺伝的均質化は否定される。これらのことから、St.1,5の遺伝距離が小さいのは、親世代の遺伝情報が子世代に偏らず継承されているためと考えられ...
	一方、年変動はあるものの、現生息地のSt.6などは、成魚と当歳魚の間に遺伝的な隔たりがある結果を示し、その原因として以下のような場合が想定される。
	①当歳魚孵化からサンプリングまでの間（約8ヶ月）に当歳魚もしくは成魚の集団に、他地点の集団からの侵入があった
	②成魚が産卵できる環境が限られており、当歳魚の親となった個体が、成魚の集団の一部に偏っている
	③稚魚・成魚ともに他地点からの移入個体が多数を占める
	これは2ヵ年の結果であり、実際どのくらいの幅の変動が見込まれるものであるかも含め、今後の経年観察が必要であるが、産卵のステージ、あるいは孵化後利用する環境の質の面で、地点間に差異がある可能性が考えられた。そこで、孵化・生育に必要な物理環境に焦点をあてた調査を行った。
	A川における孵化期の調査では、さいのうの残る孵化直後の仔魚が、まだ親魚が卵を保護している産卵床の直近の河床で多数確認された。また、孵化後間もない仔魚、稚魚共に本調査期間を通じて、小礫がある川底で確認された（写真-1）。
	潜水観察の結果、仔稚魚が確認された地点の小礫の径は、3,4月時点で概ね5～20mm程度であったが、5月時点で20～50mm、7月には50～100mmと徐々に大きくなり、7月下旬以降は50～200mmと大きな変化が見られなくなった。確認地点の小礫の大きさが大きくなっていく3～7月の期間は、仔稚魚の体長の伸びが著しい時期とほぼ一致している（図-4）。
	図-5はカジカ（稚魚・成魚共）の体長と確認地点における礫の大きさの関係を示す。ここに、d2は、カジカが確認された地点における河床材料の第1優占、第2優占材の径のうち大きいものを示す。カジカの体長が概ね50mm以下の範囲では、礫の大きさは10～800mmの広い幅に分布するが、体長が50mmを超えると、河床の礫が体長と同程度以下の箇所ではほとんど確認されていない。カジカの成魚は礫の下に身を隠す習性が知られており、体長に応じた十分な大きさの礫が必要であることが再確認されるとともに、その目安は体長が50ｍ...

